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Ⅰ はじめに

外郭団体とは、産業の振興、福祉の増進などの行政目的を達成するため、国や地方

公共団体から出資・補助金等を受けて、民間の経営体を活用し、国や地方公共団体の

補完的・代替的な役割を担う団体のことです。（第三セクター、財団法人等）

１．外郭団体とは･･･

２． 外郭団体を取り巻く環境

高度経済成長期以降、公共サービスに対する住民ニーズは高度化・多様化し、国や

地方公共団体で取り扱う行政業務も拡大しました。この状況を脱し、公共サービスを

より効率的、効果的に提供できるよう、国や地方公共団体と民間のそれぞれの長所を

活かした外郭団体が全国的に設立され、行政の補完的・代替的な役割を担ってきまし

た。バブル経済の崩壊後は、景気の低迷、国や地方公共団体の財政難、地方分権改革

Ⅱ

１． 国の動き

国においては、「民間にできることは民間に、地方にできることは地方に」の考え

により、質の高い小さな政府の実現に向け、地方の行財政改革についても国の関与を

縮小し、地方分権型行財政システムへの移行を推進しています。これにより地方には

自主性・自立性が求められ、行政の補完的・代替的な役割を担っている外郭団体も含

めて、地方自らの責任おいて、健全な行財政システムの構築を図る必要があります。

また、指定管理者制度の創設や財政健全化法の制定など法制度が整備・改正された

ことも、外郭団体の存続、運営等に直接的又は間接的に影響を与えています。

の推進など、社会・経済環境が大きく変化したことにより、国や地方公共団体は、自

らが財政規律を強化し、行財政システムの健全化を図る必要に迫られました。このよ

うな情勢の中、その性質上、運営に要する資金、設備、人材などを国や地方公共団体

に依存する部分が大きい外郭団体は、大変厳しい環境にあり、団体の存在意義をはじ

め運営のあり方などについて、根本的な見直しが求められているところです。

改革の背景
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・平成１９年６月公布／平成２０年４月一部施行・平成２１年４月全面施行

地方自治体の財政健全化等の判断基準に外郭団体の財政状況が直接的に影響

これまでの財政再建法に代えて平成２１年度から全面施行された財政健全化法では、地方公共

団体の財政の健全性に関する比率の公表制度が設けられ、４つの指標のうち将来負担比率には、

外郭団体等の負債・債務のうち一定部分が一般会計等負担見込み額として、算入されることにな

りました。

新公益法人制度 創設

・平成１５年６月公布／平成１５年９月施行

■ 指定管理者制度

■ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）

公の施設（学校、公民館、道路、公園等）の管理制度が見直され、いままでの管理委託制度で

は、普通地方公共団体が出資している法人、公共団体、公共的団体に限定されていたものが、指

定管理者制度の創設により、民間企業、ＮＰＯ法人、ボランティア団体なども公の施設の管理者

になることが可能となりました。

公の施設の管理運営を主たる業務としている団体については、存在意義が希薄化

主な制度！

(1)市の財政状況

地方債残高は１６年度決算の６４１億円から２０年度決算で５６９億円と年々減少

していますが県内や類似団体との比較においては多い状況にあります。財政の弾力性

を示す経常収支比率は、合併後９０％台を推移していましたが、２０年度決算におい

て、はじめて８０％台となりました。しかし、市町村では７０～８０％が望ましいと

されています。財政状況は回復傾向にあり危機的な状況は脱したものの、合併後１０

年を経過する２６年度からは、普通交付税が段階的に減少するなど、依然として厳し

い財政状況が続くことが想定されます。

従来の公益法人制度の様々な問題点の解決と民間非営利部門の活動の健全な発展を促進し、民

による公益の増進に寄与することを目的とします。

特例民法法人（従来の社団・財団法人）は平成２５年１１月末までに一般社団・財団法人又は

公益社団・財団法人への移行の手続きが必要です。

・平成１８年６月公布／平成２０年１２月施行

公益社団・財団法人へ移行する場合、公益性の認定など高いハードルあり

２．市の状況

■ 新公益法人制度の創設
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経 常 収 支 比 率 95.7%

※普通会計･･･一般会計＋診療所特別会計＋公共用地先行取得特別会計　

公 債 費 比 率

積 立 金 残 高 59 48 37

20.2% 21.2%

■ 財政状況 普通会計（決算状況より）

20.3%

地 方 債 残 高

16.3%

98.2% 96.7% 92.8%

641 639 621 596

(2) 行財政改革の推進

569

88.4%

17.5%

32

299

39

うち公債費 62 68 89 75 69

歳出総額 370 346 368 302

うち地方債 62 53 59 33

（単位：億円）

区 分 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度

376

Ｈ２０年度

39

市では危機的な財政状況の改善と効率的な行政運営を確立するため、対馬市行財政

改革推進委員会からの意見、提言（最終答申：平成１７年８月）を基に、市において

行革大綱とその実施計画を策定し、平成１７年度から２１年度までを対象期間とした

行財政改革を推進してきました。進捗状況としては、人員の削減、組織の見直しなど

一定の成果が得られたところです。その後、平成２２年４月には、協働型市政の確立

に向けて、第２次対馬市行財政改革推進委員会から意見・提言をいただきましたの

で それを基に市において第２次行革大綱及びその実施計画を策定し 引き続き行財

352 377 315 308歳入総額

※

→

※

→

行財政改革の一環として、平成１７年１０月に「外郭団体の見直しに関する指針」

を策定し、平成１７年度から２１年度までの５年間を対象期間として、外郭団体の存

廃も含めた経営改革に取り組み、各団体とも経営コストの削減や収入の確保など、経

営改善に努めてきました。しかしながら、平成20年7月に１団体が破産したことも含

め、多くの団体が厳しい経営状況にあります。そのような中、平成２２年３月には新

公益法人制度を活用し、類似した事業を行っている３団体が合併し、組織体制の強化

を図りました。また、公の施設の管理運営を主な事業としていた１団体が２２年３月

末をもって解散の手続きを行っています。

(3)外郭団体の改革の状況

(4)改革プランの策定

市の外郭団体の見直しに関する事項を検討するために設置された組織。

第三セクターの改革に関するガイドライン（平成20年6月総務省通知）

対馬市外郭団体経営検討委員会

で、それを基に市において第２次行革大綱及びその実施計画を策定し、引き続き行財

政改革を推進していきます。

 　国の第三セクターの改革に関するガイドライン等に基づき、対馬市外郭団体経営検

討委員会において、市の外郭団体のうち経営が悪化しているおそれがある外郭団体を

幅広く対象として、所要の評価・検討がなされ、その結果は、平成２２年１月に「市

の外郭団体のあり方に関する提言」としてまとめられました。市では、経営検討委員

会からの提言を受け、更にこれまで取り組んできた外郭団体の見直し状況等も加味し

つつ、この度、本改革プランの策定に至ったところです。

財政健全化法の施行等に伴い、第三セクター等の改革を集中的に実施するため策定。
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■

■

■

千円

市が損失補償等の財政支援を行っている団体

7 団体 223,376

市が２５％以上の出資又は出えん等をしている団体

計

(3)対象とした団体

千円

区 分

(1)各団体への出資等の状況（平成20年度）

1,113,267

団 体 数 市 の 出 資 に よ る 権 利

2 有価証券

対象団体とポイント

出資金・出えん金 34 889,891

団体

団体

(2) 改革を推進するにあたっての外郭団体の定義

千円

41

1

市が経営に実質的に主導的な立場を確保している団体

１．改革の対象とした団体

Ⅲ

№

1 解　散

（株）カミレイ

（株）対馬国際ライン

(3)対象とした団体

団 体 名

2

方 向 性

解　散

3 （株）まちづくり厳原 経営努力を行いつつ、引き続き実施

4 （財）対馬国際交流協会 経営努力を行いつつ、引き続き実施

5 （財）厳原愛育会 解　散

経営努力を行いつつ、引き続き実施

8 （財）上対馬町振興公社 解　散

対馬観光物産協会10

6

（社福）対馬市社会福祉協議会 経営努力を行いつつ、引き続き実施

7 （財）対馬市農業振興公社
（旧：（財）峰町総合開発公社）

経営努力を行いつつ、引き続き実施

（財）豊玉町振興公社 経営努力を行いつつ、引き続き実施

9

※団体別の改革プランは２３ページ以降に掲載
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市では財政の健全化と行政運営の効率化を図るため、聖域を設けず、市民の視点に

立った行財政改革を推進しています。また、国においても官から民へ行政業務を移行

するため、民間活力を活用する様々な制度が設けられています。外郭団体について

は、設立当初の目的を達成した団体、法制度の整備・改正により存在意義が希薄化し

た団体など、存続そのものについて検討が必要な団体や行政の補完的・代替的な役割

として存続する団体についても、その経営の状況によっては市の財政に直接影響を与

えることから、経営責任の明確化、コストの削減、収入の確保など経営改善が必要と

なります。市においては、そのような外郭団体を幅広く対象として、改革を推進しま

す。

(2)方向性の視点

２．改革のポイント

(1)改革の推進

団体が行っている事業

設立当初の目的を現在においても継続しているか。また、社会・経済環境が変化す

る中において、事業そのものが必要かどうか。

市からの財政支援を受けることなく、独立採算を基本とした健全な収支バランスを

維持できるのか。

団体が目的を達成するために行う事業が、経営的視点において、生産面、収益面で

将来性が見込めるのか。

採算性

必要性

団体の事業内容が社会一般の利益となる公益性があるものか。また、営利法人が行

う事業に類似していないか。

事業性

公益性

ある（採算性を検討） （団体解散、採算性・事業性があれば完全民営化）ない

ある（民営化もしくは団体による運営など） （事業性を検討）ない

ある（団体による運営もしくは直営など） （団体の解散、事業の廃止）ない

ある（民営化もしくは団体による運営など） （公益性を検討）ない
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人的支援のあり方

団体の自主性・自立性の観点から、市の職員の派遣については必要最小限と

します また 派遣する場合についても「公益法人等への一般職の地方公務員

Ⅳ

１．引き続き継続する団体

資金支援のあり方

事業そのものが行政目的と一致し、公益性の高い事業を主たる事業としている団

体で、直営や民間で行うより、効率的・効果的な事業を行っている団体。

改革の方向性

外郭団体は独立した事業主体であり、経営は団体の自助努力によって行われ

るべきであることから、公的支援については、公共性、公益性を勘案したうえ

で、適正に取り扱います。単なる赤字補填を目的とした公的支援は行いませ

ん。

(1) 市の関与について

(2) 団体で取り組むこと

監視体制について

外郭団体が行う事業については、団体自らの責任において職務権限や経営責

任のあり方を明確にします。

市の関与については、必要最小限としますが、団体が健全な運営を確保する

うえで、団体職員の技能や経営・管理能力の向上は不可欠であることから、団

体職員の研修会への参加や経営アドバイザーの派遣など、可能な限り人材育成

の側面からサポートします。

経営責任の明確化

します。また、派遣する場合についても「公益法人等への一般職の地方公務員

の派遣等に関する法律」に基づき、適正に対応します。

サポート体制について

地方自治法第１９９条第７項に基づき、毎年度、市監査委員による監査を要

請し、外郭団体の健全な運営の確保を図ります。また、市外郭団体経営検討委

員会においても、団体の経営状況について検証し、その結果を市ホームページ

等により公表します。
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目標計画の策定

組織体制等の再点検

２．解散を検討する団体

すでに設立当初の目的を達成した団体、社会・経済環境の変化、法制度の整備・改

正等により、設立目的が希薄化した団体及び民間で可能な事業を主たる事業としてい

る団体。

経営の効率化

役職員数や組織機構を点検し、団体の規模、事業量等に適した組織体制を確

立します。

経営コスト削減や収入増加の方策を講じて、自立性・独立性の高い経営を目

指します。

単年度の事業計画と併せて中長期的な財政計画、事業計画等を策定し、団体

の健全な運営を図ります。

市の出資・出えん金

団体職員の処遇

市有財産の取り扱い

る団体。

解散に伴う事務手続きについては、団体と市担当部署が連携し、適正かつ迅

速に処理します。

解散の事務処理

市からの出資・出えん金については、当該団体の定款、寄付行為又は法令等

に基づき、適正に取り扱います。

団体を解散し、団体が行っていた公的な事業を民間に移行する場合は、団体

のプロパー職員の優先雇用を支援するなど、プロパー職員の雇用について配慮

するよう努めます。

団体が行っていた事業を民間に移行する際、市有財産の処分等が必要となる

場合、法令等に照らし合わせて、適正に対応します。

－　7　－



進捗管理Ⅵ

Ⅴ 対象期間

特例民法法人(社団･財団法人)は、平成２５年１１月末までに移行手続きが必要

平成22年度　～　平成26年度　（5年間）

地方分権改革が推進される中、地方公共団体においては、自ら財政規律の強化を図

る必要があります。外郭団体については、その経営状況が悪化している場合、将来的

に市の財政に深刻な影響を及ぼすことが想定されるため、団体ごとの個別改革プラン

を策定し、５年間の年限を区切って、集中的に団体の存廃も含めた経営改革を推進し

ます。

チェック！

１． 進捗管理

２．情報公開

進捗管理Ⅵ

外郭団体の透明性を確保するため、団体ごとの運営点検評価調書を作成し、毎年

度、市のホームページで公表します。

改革プランの進捗状況及び団体の経営状況については、毎年度、対馬市外郭団体

経営検討委員会において、評価・検証を行います。
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経
営

検
討

委
員

会

（
株

）
対

馬
国

際
ラ

イ
ン

（
株

）
カ

ミ
レ

イ
（
財

）
厳

原
愛

育
会

（
財

）
豊

玉
町

振
興

公
社

（
財

）
対

馬
市

農
業

振
興

公
社

外
　

郭
　

団
　

体
市

外
郭

団
体

を
所

管
す

る
部

署

６
団

体
４

団
体

（
財

）
上

対
馬

町
振

興
公

社

（
株

）
ま

ち
づ

く
り

厳
原

（
財

）
対

馬
国

際
交

流
協

会

Ⅶ
改

革
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

（
社

福
）
対

馬
市

社
会

福
祉

協
議

会

外
郭

団
体

改
革

プ
ラ

ン
の

実
践

対
象

期
間

：
平

成
２

２
年

度
～

２
６

年
度

（
５

年
間

）

改 革 プ ラ ン の

［
市

の
関

与
］

・
適

正
な

資
金

支
援

・
必

要
最

小
限

の
人

的
支

援

サ
ポ

ト
体

制
の

確
立

対
馬

観
光

物
産

協
会

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
表

委
員

会
開

催

・
目

標
計

画
の

策
定

・
団

体
職

員
の

処
遇

・
市

有
財

産
の

処
分

　

な
ど

［
改

革
課

題
］

な
ど

［
改

革
ポ

イ
ン

ト
］

進
捗

状
況

評
価

調
書

作
成

・
市

の
出

資
・
出

え
ん

金

・
解

散
の

事
務

処
理

　

・
経

営
責

任
の

明
確

化
・
組

織
体

制
の

再
点

検
・
経

営
の

効
率

化

連
携

連
携

の 進 捗 管 理

進
捗

状
況

評

価
調

書
完

成

進
捗

状
況

評
価

調
書

作
成

進
捗

状
況

の
評

価
・
検

証

委
員

会
の

意
見

・
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

確
立

・
監

視
体

制
の

確
立

市
監

査
委

員
会

に
よ

る
監

査

依
頼

提
出

通
知

付
記

改
革

に
反

映
通

知

公 表

要
請

－　9　－
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１
．

団
体

別
の

概
要

団
体

別
改

革
プ

ラ
ン

Ⅷ

№
３

株
式

会
社

　
ま

ち
づ

く
り

厳
原

　
・

・
・

・
・

１
４

№
４

財
団

法
人

対
馬

国
際

交
流

協
会

・
・

・
・

・
１

５

№
１

株
式

会
社

　
対

馬
国

際
ラ

イ
ン

　
・

・
・

・
・

１
２

№
２

株
式

会
社

　
カ

ミ
レ

イ
・

・
・

・
・

１
３

№
９

社
会

福
祉

法
人

　
対

馬
市

社
会

福
祉

協
議

会
・

・
・

・
・

２
０

・
・

・
・

・
１

９

№
1

0
対

馬
観

光
物

産
協

会
・

・
・

・
・

２
１

№
７

財
団

法
人

　
対

馬
市

農
業

振
興

公
社

・
・

・
・

・
１

８

№
８

財
団

法
人

　
上

対
馬

町
振

興
公

社

№
５

財
団

法
人

　
厳

原
愛

育
会

・
・

・
・

・
１

６

№
６

財
団

法
人

　
豊

玉
町

振
興

公
社

・
・

・
・

・
１

７

№
４

財
団

法
人

対
馬

国
際

交
流

協
会

１
５
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う
ち

市
の

出
資

額

市
の

出
資

割
合

千
円

1
0
0
,0

0
0

7
2
.3

1
％

対
馬

釜
山

間
就

航
の

シ
ー

フ
ラ

ワ
ー

Ⅱ
、

ド
リ

ー
ム

フ
ラ

ワ
ー

出
入

国
事

務
の

代
行

委
託

事
業

取
締

役
社

長
　

大
　

浦
　

一
　

泰

平
成

元
年

№
１

事
業

内
容

（
１

）

（
２

）

地
域

再
生

推
進

本
部

博
多

釜
山

間
就

航
の

ＪＲ
ビ

ー
ト
ル

等
の

臨
時

出
入

国
の

代
行

委
託

事
業

団
体

名
株

式
会

社
　

対
馬

国
際

ラ
イ

ン
代

表
者

設
立

年
度

所
在

地
対

馬
市

上
対

馬
町

比
田

勝
９

５
６

番
地

１
０

市
担

当
部

署

千
円

1
3
8
,3

0
0

資
本

金
・
基

本
金

千
円

※
運

用
財

産
市

出
資

額

設
立

目
的

資
本

金
基

本
金

平
成

１
８

年
度

は
、

若
干

の
黒

字
で

あ
り

ま
し

た
が

、
平

成
１

９
年

度
、

２
０

年
度

、
２

１
年

度
は

赤
字

と
な

っ
て

い
ま

す
。

特
に

２
０

年
度

は
、

退
職

等
が

あ
り

、
事

務
引

き

継
ぎ

の
関

係
上

職
員

の
重

複
期

間
等

に
よ

り
人

件
費

の
増

加
退

職
金

の
発

生

（
１

）
海

上
及

び
陸

上
の

交
通

運
輸

事
業

（
２

）
旅

行
斡

旋
業

（
３

）
農

産
物

、
海

産
物

、
林

産
物

の
輸

出
入

及
び

そ
の

販
売

（
４

）
観

光
宣

伝
、

観
光

客
の

誘
致

、
観

光
案

内
及

び
宿

泊
施

設
の

経
営

（
５

）
そ

の
他

、
（
１

）
～

（
４

）
に

付
帯

す
る

一
切

の
事

業

常
　

　
　

勤

う
ち

市
O

B
計千

円
※

運
用

財
産

市
出

資
額

-
継

ぎ
の

関
係

上
、

職
員

の
重

複
期

間
等

に
よ

り
人

件
費

の
増

加
、

退
職

金
の

発
生

等
が

赤
字

に
直

結
し

て
い

ま
す

。

経
営

状
況

は
、

主
た

る
収

入
で

あ
る

代
理

店
料

の
う

ち
、

取
引

先
と

し
て

大
き

な
ウ

エ
イ

ト
を

占
め

て
い

る
（
株

）
大

亜
高

速
海

運
の

代
理

店
手

数
料

（
代

理
店

料
契

約

は
３

カ
月

毎
に

見
直

し
と

な
っ

て
い

ま
す

。
）
に

よ
り

大
き

く
変

動
し

ま
す

。
役

員

理
事

経
営

状
況

等

（
Ｈ

2
1
年

度
）

1
1

非
常

勤

人 人

2

9 2
監

事

2

う
ち

市
派

遣

9

2
一

般
職

人

計
0

0
0

1
1

役
員

・
職

員
の

状
況

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

3

人

1
人

正
職

員

管
理

職
1

人

3
0

0
人

計

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）
(　

)
人

2
人

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入
当

期
営

業
・

営
業

外
支

出
経

常
利

益
年

度
資

　
産

負
　

債

①
③

（
①

-
②

）
④

そ
の

他

⑪
（
⑨

＋
⑩

）
⑤

⑥
（
④

-
⑤

）

当
期

純
利

益

市
の

支
出

状
況

▲
 6

2
6

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

⑫
（
⑪

/
④

）
⑦

⑧
（
⑥

＋
⑦

）
⑨

⑩

▲
 1

4
7

4
1
5

4
1
5

1
8

1
4
,5

2
1

3
1
8

1
4
,2

0
3

1
3
,2

7
6

1
2
,1

7
4

1
,1

0
2

3
8
0

4
7
6

3
.1

3
%

1
9

1
3
,4

7
1

4
3

1
3
,4

2
8

1
3
,2

0
4

1
3
,3

5
1

4
5
0

2
.8

8
%

2
0

9
,9

1
8

5
8
2

9
,3

3
6

1
4
,8

3
0

1
7
,8

1
1

▲
 3

6
6

▲
 8

3
6

▲
 4

7
0

▲
 2

,9
8
1

3
8
0

▲
 6

2
8

▲
 7

7
5

▲
 1

,1
1
1

▲
 4

,0
9
2

4
5
0

4
1
5

2
.9

3
%

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

②

3
.0

3
%

2
1
(見

込
）

9
,0

7
0

8
,5

0
0

5
7
0

1
4
,6

5
7

4
1
5

1
4
,1

8
7
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・ ・ ・ ・ ・

5
0
.0

0
％ 千
円

資
本

金
・
基

本
金

う
ち

市
の

出
資

額
5
,0

0
0

千
円

市
の

出
資

割
合

№
２

1
0
,0

0
0

千
円

※
運

用
財

産
市

出
資

額

資
本

金
基

本
金

冷
凍

庫
を

含
む

倉
庫

業

水
産

物
の

種
苗

生
産

、
養

殖
、

加
工

、
冷

凍
、

販
売

、
運

搬
、

受
託

売
買

、
代

理
業

魚
介

類
の

輸
出

入
及

び
販

売

肥
料

、
餌

料
、

油
脂

の
製

造
、

加
工

及
び

販
売

前
各

号
に

付
帯

す
る

一
切

の
業

務

所
在

地
対

馬
市

上
対

馬
町

西
泊

１
４

９
番

地
１

６
市

担
当

部
署

上
対

馬
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

　
（
農

林
水

産
部

　
水

産
振

興
課

）

設
立

目
的

事
業

内
容

団
体

名
株

式
会

社
　

カ
ミ

レ
イ

代
表

者
代

表
取

締
役

　
神

　
宮

　
剛

　
規

設
立

年
度

平
成

１
０

年
度

上
対

馬
管

内
に

は
旋

網
３

統
、

加
工

業
者

５
社

、
魚

類
養

殖
３

社
ま

た
縄

漁
業

５
７

経
営

体
が

あ
り

冷
凍

冷
蔵

庫
は

常
に

満
杯

状
態

で
あ

り
ま

す
。

地
元

水
産

業
振

興
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

設
立

し
ま

し
た

。
（
旋

網
の

漁
獲

物
、

飼
付

や
養

殖
ま

た
個

人
縄

漁
業

の
餌

を
安

価
で

保
管

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

）

③
（
①

-
②

）
①

②

-
千

円

4
9
,6

0
9

2
6
,7

5
2

2
2
,8

5
7

0
.0

0
%

2
1
(見

込
）

6
8
,7

5
2

6
6
,7

6
4

3
,0

7
9

1
,1

0
0

1
,1

0
0

1
.6

0
%

6
4
,2

0
7

00

1
,9

8
8

▲
 7

5
5

1
,2

3
3

4
,3

3
5

▲
 1

,2
5
6

6
0
,5

5
5

7
,2

8
3

▲
 2

,4
2
1

4
,8

6
2

0
.0

0
%

2
0

4
4
,7

0
9

2
3
,0

8
4

2
1
,6

2
5

6
8
,5

4
2

1
9

5
1
,3

9
0

3
2
,8

4
3

1
8
,5

4
7

6
7
,8

3
8

1
3
,6

8
4

6
1
,0

4
6

5
9
,6

9
4

市
  

 費
依

存
率

1
,3

5
2

▲
 5

7
7

7
7
5

⑨
⑩

⑪
（
⑨

＋
⑩

）
⑦

⑧
（
⑥

＋
⑦

）

補
助

金

⑤
⑫

（
⑪

/
④

）

0
0
.0

0
%

⑥
（
④

-
⑤

）

委
託

料
等

計

(　
)

人

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

経
常

利
益

そ
の

他
当

期
純

利
益

市
の

支
出

状
況

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入

④

1
8

4
6
,5

0
7

3
2
,8

2
3

3

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

人

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

2
人

正
職

員

0

0

人

一
般

職
3

3
人

管
理

職

監
事

2
2

計

人

計
1

0
0

7
8

人
役

員
・
職

員
の

状
況

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤

計
3

0
0

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）

非
常

勤
う

ち
市

O
B

う
ち

市
派

遣

※
運

用
財

産
市

出
資

額

役
員

理
事

1

経
営

状
況

等

人

5
6

さ
ら

に
平

成
１

４
年

度
か

ら
始

め
た

栽
培

部
に

つ
い

て
も

離
島

漁
業

再
生

支
援

交

付
金

に
伴

う
種

苗
放

流
（
ア

ワ
ビ

）
等

も
あ

り
、

黒
字

経
営

と
な

っ
て

い
ま

す
。

人
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共
同

店
舗

等
の

事
務

代
行

業
務

の
受

託

各
種

イ
ベ

ン
ト
の

企
画

、
運

営
業

務
及

び
こ

れ
ら

業
務

の
委

託

 (
1
)～

(6
)に

附
帯

す
る

事
業

中
心

市
街

地
活

性
化

法
（
平

成
1
0
年

法
律

第
9
2
号

）
に

よ
る

事
業

の
企

画
、

調
査

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
業

務

　
今

屋
敷

地
区

市
街

地
再

開
発

事
業

の
施

行
に

よ
る

共
同

店
舗

に
つ

い
て

、
ま

ち
づ

く

り
会

社
を

設
立

し
テ

ナ
ン

ト
の

運
営

及
び

施
設

管
理

、
商

業
の

活
性

化
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
の

支
援

を
行

う
。

中
心

市
街

地
に

お
け

る
店

舗
等

の
経

営
、

技
術

、
販

売
、

財
務

等
に

関
す

る
指

導
及

び
情

報
の

提
供

業
務

共
同

店
舗

等
の

商
業

施
設

に
関

す
る

管
理

・
運

営
業

務
及

び
こ

れ
ら

の
業

務
の

受
託

駐
車

場
、

公
衆

浴
場

や
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

の
健

康
施

設
、

文
化

ホ
ー

ル
や

文
化

会
館

等
の

文
化

施
設

の
建

設
、

管
理

・
運

営
業

務
及

び
こ

れ
ら

の
業

務
委

託

（
６

）

（
７

）

-
千

円

％

う
ち

市
の

出
資

額
5
0
,0

0
0

千
円

市
の

出
資

割
合

6
0
.7

0

資
本

金
・
基

本
金

8
2
,3

7
0

千
円

№
３

代
表

取
締

役
　

浦
　

田
　

一
　

朗

平
成

1
4
年

度

（
５

）

※
運

用
財

産
市

出
資

額

設
立

目
的

事
業

内
容

（
１

）

資
本

金
基

本
金

（
２

）

（
３

）

（
４

）

所
在

地
対

馬
市

厳
原

町
今

屋
敷

6
6
1
番

地
3

市
担

当
部

署
観

光
物

産
推

進
本

部

団
体

名
株

式
会

社
　

ま
ち

づ
く
り

厳
原

代
表

者

設
立

年
度

（
株

）
ま

ち
づ

く
り

厳
原

の
経

営
状

況
は

、
黒

字
で

あ
り

良
好

な
経

営
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

こ
の

財
源

は
、

交
流

セ
ン

タ
ー

の
駐

車
場

料
金

及
び

店
舗

敷
地

料
で

あ
り

ま
す

。
千

円

8
5
,8

8
2

6
9
,7

9
4

1
6
,0

8
8

▲
 1

2
,3

9
7

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

2
1
(見

込
）

4
2
3
,7

8
2

3
2
5
,0

9
6

9
8
,6

8
6

0
0
.0

0
%

0
.0

0
%

0

2
2
7

1
6
,3

1
5

1
9
,0

1
4

▲
 6

3
1

1
8
,3

8
3

0
0
.0

0
%

2
0

4
1
5
,8

9
2

3
3
3
,2

9
4

8
2
,5

9
8

8
8
,7

4
2

6
9
,7

2
8

0
.0

0
%

1
9

4
1
4
,4

0
9

3
5
0
,1

9
5

6
4
,2

1
4

1
0
6
,0

4
2

6
9
,0

8
0

3
6
,9

6
2

▲
 2

5
5

3
6
,7

0
7

1
8

4
3
7
,0

2
1

4
0
9
,5

1
3

2
7
,5

0
8

8
5
,4

5
4

9
7
,8

5
1

⑩
⑪

（
⑨

＋
⑩

）

5
,1

4
4

▲
 7

,2
5
3

0

⑫
（
⑪

/
④

）
①

②
③

（
①

-
②

）
④

⑤
⑥

（
④

-
⑤

）
⑦

⑧
（
⑥

＋
⑦

）
⑨

経
常

利
益

そ
の

他
当

期
純

利
益

市
の

支
出

状
況

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）
(　

)
人

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入

人

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

人

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

人

計
3

0
0

0
3

3
3

人人

正
職

員

管
理

職
0

人

1
1

一
般

職

計
0

0
0

4
役

員
・
職

員
の

状
況

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤
非

常
勤

計
う

ち
市

派
遣

役
員

4

監
事

う
ち

市
O

B

人

3
3

人

※
運

用
財

産
市

出
資

額

経
営

状
況

等

理
事

ま
す

。

し
か

し
、

入
店

し
て

い
る

商
店

の
売

り
上

げ
が

、
昨

年
は

予
定

を
下

回
り

、
こ

の
結

果
空

き
店

舗
が

出
て

く
る

可
能

性
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

が
危

惧
さ

れ
ま

す
。
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・

千
円

う
ち

市
の

出
資

額
1
,0

0
0

千
円

市
の

出
資

割
合

1
0
0
.0

0
％

資
本

金
・
基

本
金

1
,0

0
0

千
円

№
４

理
事

長
　

高
　

司
　

昭
　

男

平
成

1
5
年

度

※
運

用
財

産
市

出
資

額

資
本

金
基

本
金

（
６

）
釜

山
・
対

馬
航

路
利

用
促

進
に

係
る

支
援

（
７

）
貿

易
関

係
業

務
の

調
整

(対
馬

産
品

等
の

市
場

調
査

)

（
８

）
そ

の
他

(1
)～

(7
)の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
事

業

（
３

）
韓

国
内

で
の

対
馬

宣
伝

事
業

（
４

）
韓

国
訪

問
団

の
連

絡
調

整
及

び
通

訳
業

務

（
５

）
イ

ベ
ン

ト
等

の
連

絡
調

整

所
在

地
長

崎
県

対
馬

市
厳

原
町

国
分

1
4
4
1
番

地
市

担
当

部
署

観
光

物
産

推
進

本
部

設
立

目
的

事
業

内
容

（
１

）
国

際
交

流
に

関
す

る
情

報
の

収
集

、
提

供

（
２

）
国

際
協

力
及

び
国

際
交

流
の

促
進

団
体

名
財

団
法

人
　

対
馬

国
際

交
流

協
会

代
表

者

設
立

年
度

対
馬

と
海

外
諸

国
と

の
友

好
親

善
を

推
進

し
、

地
域

の
国

際
化

を
図

る
た

め
、

国
際

交
流

及
び

国
際

協
力

に
関

す
る

事
業

を
展

開
し

、
も

っ
て

開
か

れ
た

島
づ

く
り

に
資

す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

法
の

規
制

に
よ

り
市

そ
の

も
の

が
外

国
に

事
務

所
を

構
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

､財
団

法
人

を
設

立
し

、
韓

国
釜

山
市

に
事

務
所

を
開

設
。

現
地

職
員

2

名
を

採
用

し
韓

国
に

お
け

る
対

馬
の

総
合

窓
口

と
し

て
情

報
の

収
集

発

・

-
千

円

9
,9

5
2

9
,6

5
0

3
0
2

▲
 6

2
7

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

1
8

9
,9

4
6

0
2
1
(見

込
）

4
,8

3
4

2
,4

9
0

2
,3

4
4

9
,9

4
6

9
9
.9

4
%

7
5
.6

5
%

7
,8

0
0

0
7
,8

0
0

8
,1

5
8

0
3
0
2

▲
 5

0
0

▲
 5

0

0
8
,1

5
8

7
3
.0

7
%

2
0

4
,3

8
9

2
,2

3
2

2
,1

5
7

1
0
,3

1
0

1
0
,3

6
0

7
3
.0

8
%

1
9

4
,0

6
3

1
,9

3
3

2
,1

3
0

1
1
,1

6
5

1
1
,5

6
4

▲
 3

9
9

0
▲

 3
9
9

4
,2

4
5

1
,5

0
2

2
,7

4
3

1
1
,1

6
3

1
1
,7

9
0

⑩
⑪

（
⑨

＋
⑩

）

0
▲

 6
2
7

8
,1

5
8

0
8
,1

5
8

⑫
（
⑪

/
④

）
①

②
③

（
①

-
②

）
④

⑤
⑥

（
④

-
⑤

）
⑦

⑧
（
⑥

＋
⑦

）
⑨

経
常

利
益

そ
の

他
当

期
純

利
益

市
の

支
出

状
況

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）
(３

)
人

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入

人

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

0
人

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

0
人

計
2

0
0

0
2

2
0

0
0

2
人人

正
職

員

管
理

職
0

0
0

0
0

人

一
般

職

計
0

0
0

1
1

監
事

0
0

0
1

1

役
員

・
職

員
の

状
況

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤
非

常
勤

計
う

ち
市

O
B

う
ち

市
派

遣

役
員

1
1

0
0

0

人

1
0

1
0

人

※
運

用
財

産
市

出
資

額

経
営

状
況

等

理
事

名
を

採
用

し
、

韓
国

に
お

け
る

対
馬

の
総

合
窓

口
と

し
て

、
情

報
の

収
集

・
発

信
、

対
馬

か
ら

の
訪

韓
者

に
対

す
る

通
訳

・
案

内
業

務
を

行
っ

て
い

ま
す

。

経
営

状
況

は
平

成
1
5
年

度
か

ら
平

成
2
0
年

度
ま

で
の

6
年

間
は

長
崎

県
か

ら

の
補

助
金

を
受

け
入

れ
て

運
営

を
し

て
い

ま
し

た
が

、
平

成
2
1
年

度
か

ら
そ

の

補
助

金
が

な
く

な
り

対
馬

市
か

ら
の

補
助

金
の

み
で

の
運

営
と

な
っ

て
い

ま
す

。

ま
た

、
現

地
採

用
職

員
の

基
本

給
は

、
平

成
1
7
年

度
か

ら
平

成
2
1
年

度
ま

で

据
え

置
き

と
な

っ
て

い
ま

す
。
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・
旧

厳
原

町
に

お
い

て
、

保
育

所
を

運
営

す
る

団
体

と
し

て
設

立
。

現
在

４
つ

の
へ

き
地

保
育

所
の

運
営

を
行

っ
て

い
ま

す
。

運
営

費
は

１
０

０
％

市
の

補
助

金
で

賄
わ

れ
て

い
ま

す
。

市
の

出
資

割
合

1
0
0
.0

0
％

※
運

用
財

産
市

出
資

額
千

円

資
本

金
・
基

本
金

1
,0

0
0

千
円

№
５

理
事

長
　

齋
　

藤
　

勝
　

行

昭
和

４
９

年
度

資
本

金
基

本
金

う
ち

市
の

出
資

額
1
,0

0
0

千
円

(3
)

市
立

佐
須

へ
き

地
保

育
所

の
受

託
・
運

営

(4
)

市
立

豆
酘

へ
き

地
保

育
所

の
受

託
・
運

営

(5
)

(1
)～

(4
)の

事
業

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
事

業

所
在

地
対

馬
市

厳
原

町
国

分
１

４
４

１
番

地
市

担
当

部
署

福
祉

保
健

部
　

福
祉

課
　

設
立

目
的

事
業

内
容

(1
)

市
立

阿
連

へ
き

地
保

育
所

の
受

託
・
運

営

(2
)

市
立

久
根

へ
き

地
保

育
所

の
受

託
・
運

営

団
体

名
財

団
法

人
　

厳
原

愛
育

会
代

表
者

設
立

年
度

保
育

所
の

受
託

運
営

を
目

的
と

し
て

設
立

（
乳

幼
児

が
心

身
共

に
健

や
か

に
且

つ
独

立
心

を
そ

こ
な

う
こ

と
な

く
正

常
な

社
会

人
と

し
て

成
長

す
る

よ
う

保
育

す
る

こ
と

を
目

的

と
す

る
。

）

※
幼

児
実

数
は

決
算

時
点

（
3
月

3
1
日

）

・
幼

児
数

は
各

保
育

所
と

も
年

々
減

少
の

傾
向

に
あ

る
た

め
、

保
育

所
の

合
併

に
つ

い
て

も
協

議
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
各

施
設

ま
で

の
距

離
、

送
迎

等
に

要
す

る
時

間
な

ど
問

題
も

多
い

状
況

で
す

。

※
運

用
財

産
市

出
資

額
-

千
円

1
0

9
9
0

5
7
,0

0
0

9
8
.2

8
%

5
8
,0

0
0

5
7
,5

0
0

6
0
,8

1
3

5
7
,0

0
0

2
1
(見

込
）

1
,0

0
0

9
9
.8

5
%

5
7
,9

8
4

5
7
,9

8
4

5
7
,1

5
3

6
0
,8

1
3

9
9
.9

8
%

5
0
0

0
5
0
0

▲
 6

8
8

8
7
4

1
8
6

2
0

0
0

0
5
8
,0

7
0

5
8
,7

5
8

9
9
.9

9
%

1
9

0
0

0
5
7
,1

6
4

8
7
4

5
8
,6

7
2

▲
 1

,5
0
8

2
,3

8
2

5
7
,1

5
3

2
,3

8
2

⑪
（
⑨

＋
⑩

）
⑫

（
⑪

/
④

）

1
8

0
0

0
6
0
,8

1
9

6
0
,6

4
8

1
7
1

2
,2

1
1

⑤
⑥

（
④

-
⑤

）
⑦

⑧
（
⑥

＋
⑦

）
⑨

⑩

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

経
常

利
益

そ
の

他
当

期
純

利
益

市
の

支
出

状
況

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入

①
②

③
（
①

-
②

）
④

7
2

6
0

4
人

計
1
1
0

6
3

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）
(3

)
人

2
0

1
6

1
6

1
5

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

8
3

2
6

2
8

2
0

2
6

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

1
人

豆
酘

へ
き

地
保

育
所

2
5

1
3

計
7

0
0

0
7

人
佐

須
へ

き
地

保
育

所
3
0

7
人

久
根

へ
き

地
保

育
所

3
0

2
2

0
人

阿
連

へ
き

地
保

育
所

2
5

1
5

1
2

正
職

員

管
理

職

一
般

職
7

1
8
年

度
1
9
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度

経
営

状
況

等

9
9

1
6

1
5

保
育

所
名

幼
児

定
員

（
人

）

幼
児

実
数

　
（
人

）

計
0

0
0

1
4

1
4

人

1
2

1
2

人

監
事

2
2

人

う
ち

市
O

B
う

ち
市

派
遣

役
員

理
事

役
員

・
職

員
の

状
況

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤
非

常
勤

計
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千
円

市
の

出
資

割
合

1
0
0
.0

0

※
運

用
財

産
市

出
資

額

資
本

金
・
基

本
金

5
,0

0
0

う
ち

市
の

出
資

額
5
,0

0
0

№
６

理
事

長
　

中
　

村
　

敏
　

明

平
成

３
年

度

-
千

円

一
般

的
な

景
気

は
サ

ブ
プ

ラ
イ

ム
問

題
や

円
高

に
よ

っ
て

悪
化

し
、

加
工

原
料

魚
に

つ
い

て
は

主
要

原
料

の
マ

ア
ジ

の
水

揚
量

が
減

少
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

原
油

の
高

騰
に

と
も

な
い

加
工

資
材

・
副

原
料

等
の

経
費

が
増

加
し

、
厳

し
い

経
営

環
境

に
さ

ら
さ

れ
ま

し
た

。
さ

ら
に

中
国

ギ
ョ
ウ

ザ
問

題
に

端
を

発
し

た
賞

味
期

限
の

改
ざ

ん
、

産
地

偽
装

な
ど

の
問

題
に

よ
り

、
食

品
の

安
心

、
安

全
に

対
す

る
消

費
者

の
目

は
段

と
厳

し
く

な
り

年
末

鮮
魚

が
大

き
な

ダ
メ

ジ
を

受
け

ま
し

た

資
本

金
基

本
金

千
円

（
３

）
農

林
水

産
加

工
場

並
び

に
関

連
施

設
の

運
営

（
４

）
豊

玉
町

の
観

光
施

設
の

管
理

運
営

、
宣

伝
、

観
光

客
の

誘
致

、
案

内
及

び
宿

泊
施

設
の

経
営

％

（
５

）

設
立

目
的

（
１

）
特

産
品

に
か

か
る

情
報

の
収

集
、

活
動

、
宣

伝
指

導
及

び
販

売

（
２

）

豊
玉

町
の

活
性

化
を

図
る

た
め

の
開

発

（
６

）
豊

玉
町

の
委

託
等

を
受

け
る

事
業

事
業

内
容

対
馬

産
品

の
特

色
を

生
か

し
た

加
工

品
の

開
発

所
在

地
対

馬
市

豊
玉

町
仁

位
３

８
０

番
地

市
担

当
部

署
豊

玉
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

　
　

（
農

林
水

産
部

　
水

産
振

興
課

）

団
体

名
財

団
法

人
　

豊
玉

町
振

興
公

社
代

表
者

設
立

年
度

豊
玉

町
の

経
済

基
盤

並
び

に
産

業
資

源
の

開
発

振
興

を
積

極
的

に
行

い
豊

玉
町

の

経
済

安
定

と
町

民
の

生
活

基
盤

の
充

実
を

も
っ

て
豊

玉
町

勢
の

発
展

振
興

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

1
0
2
,3

8
4

5
,6

0
8

 主
要

原
料

売
上

げ
一

覧
　

（
平

成
2
0
年

度
実

績
）

1
0
0
,6

1
5

1
0
6
,3

5
7

1
8

1
0
7
,9

9
2

1
6
,7

9
4

6
,6

9
0

財
市

出
資

額

④
⑤

当
期

営
業

・
営

業
外

収
入

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

経
常

利
益

8

人

0

3
3
,6

7
5

2
3
,0

6
7

2
1
(見

込
）

3
1
,3

2
3

2
1
,8

4
1

9
,4

8
2

0
0
.0

0
%

0
.0

0
%

0

▲
 8

1
5
,5

2
7

▲
 4

,5
5
8

1
,8

2
3

▲
 2

,7
3
5

▲
 3

,9
1
8

▲
 5

,7
4
2

1
,8

2
4

0
0
.0

0
%

2
0

2
3
,5

7
0

1
9
,6

1
5

3
,9

5
5

9
2
,3

2
2

9
6
,8

8
0

1
9

2
3
,4

8
4

1
0
,6

0
8

8
7
,3

5
5

9
1
,1

1
3

⑫
（
⑪

/
④

）

▲
 1

,9
3
4

0
.0

0
%

▲
 3

,7
5
8

⑥
（
④

-
⑤

）
③

（
①

-
②

）

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

⑦
⑧

（
⑥

＋
⑦

）
⑨

⑩
⑪

（
⑨

＋
⑩

）

そ
の

他
当

期
純

利
益

市
の

支
出

状
況

0
1
,8

2
4

3
2
%

さ
ば

6
,3

8
1
千

円

市
職

員
兼

務
事

務
局

長
、

事
務

局
補

佐
　

各
１

名
(2

)
人

5
人

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

①
②

2
9
4
%

7
人

か
ま

す
4
,1

9
5
千

円
6
,9

3
5
千

円
6
0
%

人
8

計

計
2

0
0

0
2

1
1

あ
じ

3
3
,1

9
2
千

円
2
4
,9

9
4
千

円
1
3
3
%

0

伸
び

率

千
円

正
職

員

管
理

職
1

一
般

職

人 人

1
人 人

原
料

名

い
か

3
0
,0

7
9
千

円

前
年

度

2
2

る
消

費
者

の
目

は
一

段
と

厳
し

く
な

り
年

末
鮮

魚
が

大
き

な
ダ

メ
ー

ジ
を

受
け

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
状

況
の

中
、

売
上

実
績

は
、

９
１

，
８

６
３

千
円

と
事

業
計

画
に

対
す

る
達

成
率

及
び

１
９

年
度

実
績

に
対

し
て

９
２

％
の

伸
び

率
と

な
っ

て
い

ま
す

。
今

後
も

未
利

用
資

源
を

生
か

し
た

新
商

品
の

掘
り

起
こ

し
、

地
産

地
消

の
推

進
を

行
い

な
が

ら
販

売
を

強
化

し
取

り
扱

い
増

を
図

り
ま

す
。

1
0

1
0

0
役

員
・
職

員
の

状
況

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤
非

常
勤

取
扱

高

計
0

役
員

理
事

監
事

経
営

状
況

等

1
9
,8

5
7
千

円

1
0
,2

1
6
千

円

う
ち

市
O

B
う

ち
市

派
遣
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※
運

用
財

産
市

出
資

額
3
5

0
0
0

千
円

9
8
.7

0
市

の
出

資
割

合

1
1
5
,5

0
0

千
円

№
７

理
事

長
　

大
　

川
　

昭
　

敬

平
成

６
年

度

資
本

金
・
基

本
金

う
ち

市
の

出
資

額
1
1
4
,0

0
0

千
円

資
本

金
基

本
金

（
６

）
公

社
関

連
施

設
の

管
理

運
営

（
７

）
市

の
委

託
を

受
け

る
事

業

（
８

）
そ

の
他

、
こ

の
公

社
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
事

業

（
３

）
農

林
作

業
等

の
支

援
、

受
託

業
務

（
４

）
新

農
業

者
の

育
成

、
確

保
事

業

（
５

）
農

地
保

有
合

理
化

事
業

％

所
在

地
対

馬
市

峰
町

三
根

４
５

１
番

地
市

担
当

部
署

峰
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

　
　

（
農

林
水

産
部

　
農

林
振

興
課

）

設
立

目
的

事
業

内
容

（
１

）
特

産
物

に
か

か
る

情
報

の
収

集
、

研
究

、
宣

伝
指

導
及

び
販

売

（
２

）
特

産
加

工
品

の
開

発
、

加
工

販
売

並
び

に
林

産
物

及
び

堆
肥

等
の

生
産

、
販

売

団
体

名
財

団
法

人
　

対
馬

市
農

業
振

興
公

社
代

表
者

設
立

年
度

平
成

２
２

年
３

月
２

３
日

付
で

、
（
財

）
峰

町
総

合
開

発
公

社
が

（
財

）
美

津
島

町
担

い
手

公
社

及
び

（
財

）
上

県
町

産
業

開
発

公
社

を
吸

収
合

併
し

、
（
財

）
対

馬
市

農

地
域

の
特

徴
と

資
源

を
活

用
し

た
産

業
振

興
を

積
極

的
に

推
進

す
る

た
め

の
諸

事

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
農

業
経

営
の

安
定

と
魅

力
あ

る
ふ

る
さ

と
づ

く
り

を
推

進
し

、

住
民

福
祉

の
増

進
に

寄
与

す
る

。

1
3
,3

7
9

1
8
,0

8
7

▲
 4

,7
0
8

※
運

用
財

産
市

出
資

額
3
5
,0

0
0

千
円

①
②

経
常

利
益

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）
(0

)
人

計
0

1
,8

0
6

2
1
(見

込
）

1
4
7
,0

9
3

5
,3

1
8

1
4
1
,7

7
5

3
,9

7
8

1
6
,5

7
6

1
1
,4

7
4

6
,7

6
6

▲
 3

,8
5
1

▲
 4

3
▲

 3
,8

9
4

5
,7

8
4

4
3
.2

3
%

5
0
.0

4
%

4
,3

7
0

1
,9

9
8

6
,3

6
8

4
,3

7
0

▲
 1

,7
8
7

▲
 8

9
▲

 1
,8

7
6

7
,1

2
2

2
,7

5
2

2
6
.4

6
%

1
2
,7

2
5

1
9

6
6
,9

9
8

9
2
1

6
6
,0

7
7

2
6
,9

1
3

2
8
,7

0
0

1
8

6
9
,5

1
0

1
,5

5
7

6
7
,9

5
3

2
6
,7

8
0

3
3
.9

0
%

▲
 7

,3
3
4

3
4
,1

1
4

⑧
（
⑥

＋
⑦

）
⑨

⑩
⑪

（
⑨

＋
⑩

）
⑫

（
⑪

/
④

）

▲
 8

0
▲

 7
,4

1
4

4
,6

0
0

4
,4

7
8

9
,0

7
8

③
（
①

-
②

）
④

⑤
⑥

（
④

-
⑤

）

そ
の

他

⑦

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

当
期

純
利

益

市
の

支
出

状
況

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入

2
0

6
3
,3

9
3

1
,2

1
0

6
2
,1

8
3

役
員

・
職

員
の

状
況

（
Ｈ

2
1
年

度
）

人

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

3
人

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

1
0

人人

0
0

4
4

3
3

1
4

人人

正
職

員

管
理

職
1

1

一
般

職

計
0

0
0

1
4

監
事

2
2

常
　

　
　

勤
非

常
勤

計
う

ち
市

O
B

う
ち

市
派

遣

人

1
2

1
2

人

経
営

状
況

等
役

員

理
事

業
振

興
公

社
と

改
称

し
て

お
り

ま
す

。

農
作

業
の

受
託

、
農

林
産

物
や

堆
肥

の
販

売
、

公
共

施
設

の
管

理
運

営
受

託

等
を

展
開

し
、

経
営

の
安

定
に

努
め

て
い

ま
す

。
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※
運

用
財

産
市

出
資

額
千

円

1
0
0
.0

0
％

「
国

民
宿

舎
上

対
馬

荘
」
の

経
営

状
況

は
、

２
０

年
度

で
宿

泊
者

数
６

，
９

０
８

人
で

前
年

度
か

ら
５

３
３

人
増

加
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
、

夏
場

の
宴

会
、

忘
年

会
、

新
年

会
結

婚
式

な
ど

は
減

少
し

て
お

り
１

５
０

４
千

円
の

赤
字

を
計

上
し

ま
し

た
平

資
本

金
・
基

本
金

1
,0

0
0

千
円

№
８

理
事

長
　

川
　

本
　

治
　

源

昭
和

５
５

年
度

（
４

）
前

各
号

の
事

業
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

事
業

資
本

金
基

本
金

う
ち

市
の

出
資

額
1
,0

0
0

千
円

市
の

出
資

割
合

設
立

目
的

事
業

内
容

（
１

）
国

民
宿

舎
経

営
事

業

（
２

）
温

泉
施

設
経

営
事

業

（
３

）
観

光
開

発
事

業

所
在

地
対

馬
市

上
対

馬
町

西
泊

１
２

１
７

番
地

８
市

担
当

部
署

上
対

馬
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

団
体

名
財

団
法

人
　

上
対

馬
町

振
興

公
社

代
表

者

設
立

年
度

対
馬

市
の

経
済

基
盤

な
ら

び
に

観
光

資
源

の
開

発
振

興
を

積
極

的
に

行
い

、
「
国

民

宿
舎

上
対

馬
荘

」
及

び
「
上

対
馬

温
泉

渚
の

湯
」
の

管
理

運
営

に
よ

っ
て

、
国

民
の

保

養
及

び
健

康
の

増
進

を
図

り
、

対
馬

市
政

の
発

展
、

振
興

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と

し
ま

す
。

※
運

用
財

産
市

出
資

額
千

円
-

会
、

結
婚

式
な

ど
は

減
少

し
て

お
り

、
１

，
５

０
４

千
円

の
赤

字
を

計
上

し
ま

し
た

。
平

成
２

２
年

４
月

に
民

間
に

無
償

譲
渡

し
て

お
り

ま
す

。

「
上

対
馬

温
泉

渚
の

湯
」
の

経
営

状
況

は
、

２
０

年
度

利
用

者
数

は
２

２
，

１
４

６
人

で
前

年
度

か
ら

４
，

２
４

１
人

減
少

し
て

お
り

ま
す

。
原

因
と

し
て

は
、

ボ
イ

ラ
ー

の
故

障
、

タ
イ

ル
張

り
替

え
等

に
よ

る
休

館
日

の
増

、
燃

油
高

騰
に

対
応

す
る

た
め

の
露

天
風

呂
休

止
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
２

２
年

度
以

降
に

つ
い

て
は

、
バ

イ
オ

マ
ス

事
業

で
導

入
し

た
チ

ッ
プ

ボ
イ

ラ
ー

に
よ

り
経

費
節

減
が

期
待

さ
れ

ま
す

。

1
2
,1

2
4

1
0
,3

9
8

1
0
7
,6

0
0

8
5
,2

9
2

2
2
,3

0
8

2
0

1
,7

2
6

1
0
,0

1
0

2
7
,7

2
7

4
4
,8

5
4

2
5
,1

0
3

2
6
,1

0
8

1
8
,7

4
6

2
1
(見

込
）

▲
 2

1
,5

8
0

2
4
.4

9
%

2
1
,4

0
7

2
1
,4

0
7

2
5
,1

0
3

2
5
.8

8
%

7
2
8

8
8
5

▲
 8

1
8
0
4

2
2
.7

0
%

1
9
,6

2
0

1
9
,6

2
0

▲
 3

,4
5
0

▲
 1

6
1

4
1
.6

9
%

▲
 1

7
,7

1
7

8
7
,4

0
4

8
6
,5

1
9

1
9

7
,2

2
5

2
5
,7

4
6

▲
 1

8
,5

2
1

8
6
,4

3
0

8
9
,7

1
9

▲
 3

,2
8
9

⑫
（
⑪

/
④

）

1
8

1
2
,9

9
0

2
8
,0

6
1

▲
 1

5
,0

7
1

9
6
,9

9
1

1
0
1
,9

6
5

▲
 4

,9
7
4

▲
 1

,0
3
8

⑤
⑥

（
④

-
⑤

）
⑦

⑧
（
⑥

＋
⑦

）
⑨

▲
 6

,0
1
2

⑩

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

経
常

利
益

そ
の

他
当

期
純

利
益

市
の

支
出

状
況

⑪
（
⑨

＋
⑩

）

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入

①
②

③
（
①

-
②

）
④

1
1

人

市
職

員
兼

務
(1

)
人

5
人

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

0
人

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

正
職

員

1
1

人

一
般

職
4

4
人

管
理

職

1
0

1
0

人

計
5

0
0

0

人

監
事

2
2

人
役

員

理
事

8
8

計
0

0
0

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤
非

常
勤

計
う

ち
市

O
B

う
ち

市
派

遣

経
営

状
況

等

役
員

・
職

員
の

状
況

－　19　－



資
本

金
・
基

本
金

6
,1

0
0

千
円

№
９

会
長

　
木

　
寺

　
和

　
福

平
成

１
６

年
度

運
営

財
源

は
、

補
助

金
、

受
託

料
の

公
費

財
源

、
会

費
や

寄
付

金
、

共
同

募
金

配
分

金
等

の
民

間
財

源
、

介
護

保
険

事
業

等
に

よ
る

事
業

収
入

が
財

源
と

な
っ

て
い

ま
す

。
会

員
制

度
の

全
市

普
及

に
つ

い
て

平
成

１
８

年
度

よ
り

本
格

的
に

実
施

し
H

1
7
：
2
,1

8
9
千

円
、

H
2
0

年
度

：
3

3
0
5
千

円
と

多
少

は
増

加
し

て
い

ま
す

が
不

況
の

た
め

大
き

な
増

額
は

望
め

ま
せ

ん

対
馬

市
豊

玉
町

仁
位

９
４

番
地

５

％

※
運

用
財

産
市

出
資

額

市
の

出
資

割
合

資
本

金
基

本
金

う
ち

市
の

出
資

額
9
0
0

千
円

1
4
.7

5

千
円

市
担

当
部

署
福

祉
保

健
部

　
福

祉
課

設
立

目
的

事
業

内
容

（
１

）

（
２

）

（
３

）

（
４

）

所
在

地

団
体

名
社

会
福

祉
法

人
　

対
馬

市
社

会
福

祉
協

議
会

代
表

者

設
立

年
度

社
会

福
祉

に
関

す
る

事
業

の
企

画
及

び
実

施

社
会

福
祉

を
目

的
と

す
る

事
業

に
関

す
る

調
査

、
普

及
、

宣
伝

、
連

絡
・
調

整
及

び
助

成

社
会

福
祉

を
目

的
と

す
る

事
業

の
企

画
及

び
実

施

社
会

福
祉

を
目

的
と

す
る

事
業

の
健

全
な

発
達

を
図

る
た

め
に

必
要

な
事

業

対
馬

市
に

お
け

る
社

会
福

祉
事

業
そ

の
他

社
会

福
祉

を
目

的
と

す
る

事
業

の
健

全

な
発

達
及

び
社

会
福

祉
に

関
す

る
活

動
の

活
性

化
に

よ
り

、
地

域
福

祉
の

推
進

を
図

る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

当
期

収
入

額

■
 介

護
保

険
事

業
の

収
支

状
況

年
度

3
3
9
,0

0
0

3
3
3
,0

0
0

▲
 1

4
,2

2
3

▲
 1

2
,7

9
4

⑥
（
④

-
⑤

）

経
常

利
益

人

1
4
5
,4

2
5

2
9
,4

2
5

4
2
.9

0
%

2
9
,4

2
5

3
5
,4

2
5

6
,0

0
0

1
2
2
,7

1
7

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

4
3
,6

4
8

2
2
,7

0
8

2
1
(見

込
）

3
7
6
,0

0
0

1
8
1
,0

0
0

1
9
5
,0

0
0

3
6
8
,0

6
6

4
0
.7

6
%

1
1
8
,4

0
2

2
5
,8

3
7

1
4
4
,2

3
9

1
1
6
,7

4
5

2
6
,1

6
0

1
4
2
,9

0
5

5
6
,4

4
2

4
3
,6

4
8

4
3
.6

6
%

2
0

3
6
6
,1

8
2

1
8
9
,1

2
8

1
7
7
,0

5
4

3
5
3
,8

4
3

1
9

3
4
6
,8

5
3

1
7
4
,4

6
9

1
7
2
,3

8
4

3
2
7
,3

0
8

3
4
0
,1

0
2

1
8

3
4
5
,4

9
4

1
6
0
,5

2
8

1
8
4
,9

6
6

3
3
6
,7

7
1

7
7
,7

1
0

5
6
,4

4
1

⑫
（
⑪

/
④

）

3
5
8
,0

4
0

▲
 2

1
,2

6
9

⑦
⑧

（
⑥

＋
⑦

）
⑨

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
委

託
料

等
計

2
0
,8

0
7

1
4
8
,8

6
0

4
4
.2

0
%

⑪
（
⑨

＋
⑩

）
⑩

1
2
8
,0

5
3

①
②

③
（
①

-
②

）
④

⑤

当
期

営
業

・
営

業
外

収
入

当
期

営
業

・
営

業
外

支
出

資
　

産
負

　
債

純
資

産
そ

の
他

当
期

純
利

益

市
の

支
出

状
況

3
4
,1

1
3

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）
(　

)
人人

役
員

・
職

員
の

状
況

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤
非

常
勤

6
1
,5

0
1

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

3
6

人
当

期
差

額
▲

 2
4
3

4
8
,6

4
0

4
0
,8

1
6

▲
 6

,7
0
3

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

1
5

人
前

期
繰

越
額

4
8
,6

4
0

4
0
,8

1
6

▲
 1

2
,8

6
1

▲
 7

,8
2
4

次
期

繰
越

額

計
3
6

0
0

0

6
1
,7

4
4

6
1
,5

0
10

5
,0

0
0

4
,7

2
7

一
般

職
2
9

2
97

人
当

期
支

出
額

1
4
1
,8

9
2

(内
　

法
人

繰
入

)
1
,1

0
0

1
4
0
,5

1
8

人
1
4
1
,6

4
9

1
2
7
,6

5
7

1
2
6
,0

0
0

1
2
7
,7

6
4

1
3
4
,4

6
7

正
職

員

管
理

職
7

計
0

0
0

役
員

1
0

1
0

平
成

１
７

年
度

平
成

１
８

年
度

平
成

１
９

年
度

経
営

状
況

等

年
度

：
3
,3

0
5
千

円
と

多
少

は
増

加
し

て
い

ま
す

が
、

不
況

の
た

め
大

き
な

増
額

は
望

め
ま

せ
ん

。
ま

た
、

大
き

な
事

業
収

入
を

得
て

い
る

介
護

保
険

事
業

も
平

成
１

８
年

度
の

法
改

正
に

よ
り

減
収

し
、

赤
字

運
営

と
な

り
、

保
留

金
（
繰

越
金

）
が

半
減

し
ま

し
た

。

平
成

２
０

年
度

1
3
3
,8

2
4

理
事

人

監
事

2
2

人

※
運

用
財

産
市

出
資

額
-

計
う

ち
市

O
B

う
ち

市
派

遣

8
8千

円
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各
関

係
機

関
及

び
各

団
体

と
の

連
携

協
調

に
関

す
る

こ
と

。

本
協

会
は

、
平

成
９

年
度

に
対

馬
物

産
振

興
会

と
対

馬
島

観
光

協
会

が
合

併
し

て
設

立
さ

れ
ま

し
た

。
事

業
内

容
は

、
観

光
部

門
と

し
て

は
国

内
外

か
ら

の
観

光
客

誘
致

、
観

光
情

報
の

収
集

、
観

光
イ

ベ
ン

ト
の

振
興

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
物

産
部

門
で

は
特

産
品

の
開

発
・
斡

旋
及

び
販

路
の

拡
大

な
ど

が
あ

り
、

市
の

観
光

振
興

と
物

産
販

売
の

一
翼

を
担

っ
て

い
ま

す
。

協
会

の
運

営
は

、
協

会
員

か
ら

の
会

費
と

市
か

ら
の

補
助

金
を

主
な

財
源

と
し

て
事

業
を

実
施

し
て

い
ま

す
が

自
主

財
源

が
１

５
％

(8
)

(9
)

国
内

外
の

観
光

客
誘

致
促

進
に

関
す

る
こ

と
。

観
光

情
報

の
収

集
及

び
提

供
に

関
す

る
こ

と
。

国
際

交
流

観
光

振
興

に
関

す
る

こ
と

。

観
光

関
連

事
業

従
事

者
の

資
質

の
向

上
等

に
関

す
る

こ
と

。

対
馬

観
光

物
産

協
会

特
産

品
の

宣
伝

斡
旋

及
び

販
路

の
拡

大
に

関
す

る
こ

と
。

特
産

品
の

資
質

向
上

及
び

技
術

の
改

良
に

関
す

る
こ

と
。

№
1
0

　
会

長
　

庄
　

野
　

伸
十

郎

　
平

成
９

年
度

(4
)

観
光

事
業

の
計

画
及

び
調

査
研

究
に

関
す

る
こ

と
。

観
光

・
物

産
の

振
興

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
に

関
す

る
こ

と
。

代
表

者

(1
)

(2
)

う
ち

市
の

出
資

額
-

千
円

市
の

出
資

割
合

-

資
本

金
・
基

本
金

-
千

円

う
ち

市
O

B
う

ち
市

派
遣

資
本

金
基

本
金

％

※
運

用
財

産
市

出
資

額
-

千
円

（
Ｈ

2
1
年

度
）

常
　

　
　

勤
非

常
勤

計

設
立

目
的

事
業

内
容

(5
)

(6
)

(7
)

(3
)

所
在

地
　

対
馬

市
厳

原
町

国
分

１
４

４
１

番
地

市
担

当
部

署
　

観
光

物
産

推
進

本
部

団
体

名
設

立
年

度

本
会

は
、

対
馬

に
お

け
る

観
光

関
係

事
業

者
並

び
に

物
産

関
係

事
業

者
と

密
接

な

連
携

の
も

と
、

観
光

・
物

産
関

係
事

業
の

振
興

並
び

に
地

域
の

活
性

化
を

図
り

、
併

せ

て
観

光
客

誘
致

を
図

る
た

め
観

光
宣

伝
の

高
揚

に
努

め
、

更
に

国
際

観
光

の
振

興
を

促
し

、
市

民
の

生
活

・
文

化
及

び
経

済
の

向
上

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

国
際

親
善

に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

の
補

助
金

を
主

な
財

源
と

し
て

事
業

を
実

施
し

て
い

ま
す

が
、

自
主

財
源

が
１

５
％

に
も

満
た

な
い

状
況

で
、

厳
し

い
運

営
と

な
っ

て
い

ま
す

。
現

在
は

、
協

会
の

活
動

趣
旨

に
つ

い
て

広
く

啓
発

し
、

会
員

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

情
報

発
信

、
情

報
収

集
等

に
力

点
を

お
い

た
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

2
,0

8
4

2
,0

8
4

1
8
,5

0
0

1
,5

4
6

1
8
,4

7
0

1
8
,4

7
0

6
0
.5

5
%

1
8
,5

0
0

4
1
.8

8
%

1
,5

4
6

3
1
,5

0
3

2
1
(見

込
）

1
0
,6

0
9

2
,6

1
6

7
,9

9
3

4
4
,1

6
9

▲
 8

2
2

4
2
,0

8
5

2
0

9
,7

4
5

1
,3

4
1

8
,4

0
4

3
0
,5

0
3

2
8
,9

5
7

8
3
9

2
2
,6

5
5

2
2
,6

5
5

5
7
.3

9
%

6
1
.5

9
%

1
8
,8

9
5

▲
 8

2
2

1
8
,8

9
5

⑪
（
⑨

＋
⑩

）
⑥

（
④

-
⑤

）
⑦

⑧
（
⑥

＋
⑦

）
⑨

③
（
①

-
②

）
④

⑩

1
,6

9
1

6
,1

8
9

3
0
,6

8
1

①
②

⑫
（
⑪

/
④

）

1
8

8
,9

5
8

1
,8

1
6

7
,1

4
2

3
9
,4

7
8

3
8
,6

3
9

8
3
9

⑤

委
託

料
等

計

財
務

諸
表

(単
位

：
千

円
）

年
度

資
　

産
負

　
債

純
資

産
当

期
営

業
・

営
業

外
収

入

1
9

7
,8

8
0

市
職

員
兼

務
（
所

長
、

事
務

局
長

、
事

務
員

）
(　

)
人

5
,0

7
1

4
,6

6
0

そ
の

他
職

員
臨

時
（
嘱

託
）
職

員
数

会
費

収
入

（
千

円
）

経
営

状
況

等

当
期

純
利

益

市
の

支
出

状
況

5
人

会
費

口
数

（
口

）
―

4
,5

6
5

4
,6

2
5

市
  

 費
依

存
率

補
助

金
当

期
営

業
・

営
業

外
支

出
経

常
利

益

人

2
人

そ
の

他

2
6

人

賃
金

職
員

数
（
常

勤
）

1
人

0
3

人

1
人

2
2

4
0
1

2
4

人

1

2
1
年

度

9
1
3

9
2
5

4
5
2

4
0
6

2
0
年

度

4
0
4

0
会

員
数

（
人

）

9
3
2

1
8
年

度
1
9
年

度
正

職
員

管
理

職
1

1

一
般

職

計
3

監
事

0

2

0
0

2
6

う
ち

市
O

B
う

ち
市

派
遣

2
4

役
員

理
事

計
役

員
・
職

員
の

状
況
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２
５

・
・

・
・

・

２
４

・
・

・
・

・

・
・

・
・

・

２
６

２
．

団
体

別
の

改
革

プ
ラ

ン

№
３

株
式

会
社

　
ま

ち
づ

く
り

厳
原

　

№
１

株
式

会
社

　
対

馬
国

際
ラ

イ
ン

　

№
２

株
式

会
社

　
カ

ミ
レ

イ

３
２

３
０

社
会

福
祉

法
人

　
対

馬
市

社
会

福
祉

協
議

会
・

・
・

・
・

２
８

財
団

法
人

　
厳

原
愛

育
会

２
７

財
団

法
人

　
対

馬
国

際
交

流
協

会

№
1

0
対

馬
観

光
物

産
協

会
・

・
・

・
・

３
３

№
８

財
団

法
人

　
対

馬
市

農
業

振
興

公
社

３
１

・
・

・
・

・

・
・

・
・

・
財

団
法

人
　

上
対

馬
町

振
興

公
社

№
４

２
９

№
５

・
・

・
・

・

・
・

・
・

・

№
９

№
６

財
団

法
人

　
豊

玉
町

振
興

公
社

・
・

・
・

・

№
７
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地
域

再
生

推
進

本
部

取
締

役
社

長
　

大
　

浦
　

一
　

泰
№

１
平

成
元

年

設
立

当
初

の
目

的
（
航

路
開

設
）
は

す
で

に
達

成
さ

れ
て

お
り

、
現

在
の

主
な

事
業

と
な

っ
て

い
る

出
入

国
事

務
代

行
委

託
事

業
に

つ
い

て
は

、
民

間
に

よ
る

運
営

で
十

分
可

能
で

す
。

第
三

セ
ク

タ
ー

と
し

て
の

事
業

の
意

義
が

な
く

な
っ

た
以

上
、

団
体

を
解

散
し

、
出

入
国

事
務

の
代

行
に

つ
い

て
は

新
た

に
民

間
法

人
を

設
立

す
る

な
ど

の
運

営
が

適
切

と
考

え
ま

す
。

・
解

散
す

る
場

合
、

現
資

産
を

分
散

精
算

す
る

た
め

に
公

認
会

計
士

若
し

く
は

税
理

士
に

よ
る

資
産

及
び

負
債

等
の

全
て

の
項

目
の

調
査

に
よ

る
株

式
の

評
価

が
必

要
で

す
。

・
解

散
議

決
後

に
清

算
人

に
よ

る
清

算
手

続
き

が
5
カ

月
か

ら
1
年

く
ら

解
　

　
　

散

改 革 内 容
課

期 待

団
体

名
株

式
会

社
　

対
馬

国
際

ラ
イ

ン
代

表
者

設
立

年
度

　
平

成
２

５
年

度
よ

り
民

間
に

よ
る

運
営

を
目

標
と

し
ま

す
。

所
在

地
対

馬
市

上
対

馬
町

比
田

勝
９

５
６

番
地

１
０

市
担

当
部

署

方 向 性

7
1
0

1
1
0

7

内 容

4
1

4
7

4
1
0

・
解

散
議

決
後

に
、

清
算

人
に

よ
る

清
算

手
続

き
が

5
カ

月
か

ら
1
年

く
ら

い
か

か
る

た
め

、
そ

の
間

の
出

入
国

事
務

代
行

委
託

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

す
。

1
0

1
4

7
1
0

1

題

待 さ れ る 効 果

備
　

　
　

考
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度

月

民
間

に
よ

る
経

営
と

な
れ

ば
、

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

し
た

新
た

な
事

業
の

展
開

が
図

ら
れ

、
雇

用
の

発
生

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

平
成

2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

4
1

7

会
社

解
散

等
に

関
す

る
協

議

解
散

す
る

た
め

の
諸

準
備

解
散
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上
対

馬
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

　
（
農

林
水

産
部

　
水

産
振

興
課

）
対

馬
市

上
対

馬
町

西
泊

１
４

９
番

地
１

６
市

担
当

部
署

当
初

出
資

金
の

回
収

方
法

及
び

現
在

利
用

し
て

い
る

土
地

建
物

・
関

連
施

設
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

す
。

代
表

取
締

役
　

神
　

宮
　

剛
　

規
№

２
平

成
１

０
年

度

当
団

体
は

設
立

当
初

よ
り

市
か

ら
の

運
営

資
金

等
は

一
切

受
け

て
お

ら
ず

自
社

努
力

で
運

営
を

続
け

て
い

ま
す

。
現

在
も

運
営

状
況

は
安

定
し

て
お

り
、

民
営

化
を

図
る

こ
と

で
、

よ
り

効
率

的
・
効

果
的

な
組

織
運

営
が

期
待

で
き

ま
す

。
ま

た
、

事
業

内
容

に
つ

い
て

も
利

益
追

求
型

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

平
成

２
５

年
度

ま
で

に
民

営
化

を
目

指
し

ま
す

。

当
初

出
資

金
回

収
と

今
後

耐
用

年
数

を
迎

え
る

各
施

設
維

持
管

理

方 向 性
解

　
　

　
散

改 革 内 容
課 題

期 待 さ

代
表

者

設
立

年
度

所
在

地

  
平

成
２

５
年

度
か

ら
民

間
で

の
運

営
を

目
指

し
ま

す
。

団
体

名
株

式
会

社
　

カ
ミ

レ
イ

7
1
0

1

内 容

1
4

4
7

1
0

1
4

7
1
0

備
　

　
　

考
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

月
4

7

当
初

出
資

金
の

回
収

と
今

後
耐

用
年

数
を

迎
え

る
各

施
設

の
維

持
管

理
費

が
削

減
で

き
ま

す
。

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

1
0

1
4

7
1
0

1

題
さ れ る 効 果

民
営

化
へ

の
調

整
準

備
及

び
手

続
き

民
営

化
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改 革 内 容
課 題

期 待 さ

不
足

業
種

を
補

完
す

る
た

め
、

公
共

広
場

に
お

け
る

催
事

誘
致

や
新

規
テ

ナ
ン

ト
確

保
の

た
め

の
誘

致
活

動
を

よ
り

強
化

し
ま

す
。

施
設

へ
の

集
客

力
が

向
上

す
る

こ
と

に
よ

り
更

な
る

賑
わ

い
の

創
出

が
で

テ
ナ

ン
ト
や

催
事

誘
致

に
お

い
て

地
元

に
誘

致
可

能
な

事
業

所
が

少
な

く
、

ま
た

、
本

土
よ

り
誘

致
を

行
う

場
合

、
離

島
と

い
う

地
理

的
条

件
が

障
害

と
な

り
円

滑
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

が
多

い
状

況
で

す
。

所
在

地
対

馬
市

厳
原

町
今

屋
敷

6
6
1
番

地
3

市
担

当
部

署
観

光
物

産
推

進
本

部

方 向 性

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

中
心

市
街

地
の

活
性

化
を

目
的

と
し

て
、

対
馬

市
交

流
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
回

遊
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
と

駐
車

場
の

運
営

、
施

設
全

体
の

管
理

を
行

っ
て

い
ま

す
。

自
主

財
源

を
確

保
し

、
良

好
な

経
営

状
態

に
あ

る
が

、
引

き
続

き
現

行
の

組
織

体
制

で
営

業
努

力
を

行
い

事
業

を
推

進
し

ま
す

。

団
体

名
株

式
会

社
　

ま
ち

づ
く
り

厳
原

代
表

者

設
立

年
度

代
表

取
締

役
　

浦
　

田
　

一
　

朗
№

３
平

成
1
4
年

度

テ ナ ン ト 催 事 誘 致 活 動 （ テ ナ

ン ト ス ト ッ ク 確 保 ）

テ ナ ン ト 経 営 力 向 上 の た め の

研 修 会 （ オ ー ナ ー 対 象 ）

リ ニ ュ ー ア ル 計 画 の 策 定

テ ナ ン ト 営 業 力 向 上 の た め の

売 場 指 導 （ 品 揃 え 陳 列 等 ）

○
テ

ナ
ン

ト
・
催

事
誘

致
活

動
は

ス
ト

ッ
ク

確
保

の
た

め
継

続
す

る
。

開
業

1
0

年
を

目
安

に
行

う
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
資

金
の

5
,0

0
0
万

円
以

上
の

確
保

○
テ

ナ
ン

ト
個

々
の

経
営

の
強

化
が

会
社

経
営

の
安

定
に

繋
が

る
た

め
、

個
店

指
導

を
継

続
的

に
行

う
。

7
1
0

1

内 容

テ ナ ン ト 誘 致 活 動

テ ナ ン ト 営 業 力 向 上 の た め の

売 場 指 導 （ 品 揃 え 陳 列 等 ）

テ ナ ン ト ・ 催 事 誘 致 活 動 （ テ

ナ ン ト ス ト ッ ク 確 保 ）

テ ナ ン ト 経 営 力 向 上 の た め の

研 修 会 （ オ ー ナ ー 対 象 ）

テ ナ ン ト 催 事 誘 致 活 動 （ テ ナ

ン ト ス ト ッ ク 確 保 ）

テ ナ ン ト 営 業 力 向 上 の た め の

売 場 指 導 （ 品 揃 え 陳 列 等 ）

1
4

7
1
0

1
4

7
1
0

1
4

7
1
0

月
4

7
1
0

1
4

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

備
　

　
　

考
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

題
さ れ る 効 果

施
設

の
集

客
力

が
向

上
す

る
こ

と
に

よ
り

更
な

る
賑

わ
い

の
創

出
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

賃
料

収
入

が
安

定
す

る
こ

と
に

よ
り

借
入

金
の

円
滑

な
返

済
や

将
来

の
大

規
模

改
修

の
た

め
の

留
保

金
の

確
保

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
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理
事

長
　

高
　

司
　

昭
　

男

平
成

1
5
年

度

「
ア

ジ
ア

に
発

信
す

る
歴

史
海

道
都

市
対

馬
」
の

実
現

に
は

、
韓

国
と

の
交

流
は

重
要

で
あ

り
、

国
際

交
流

協
会

の
担

う
役

割
は

大
き

く
公

益
性

が
高

い
事

業
を

行
っ

て
い

ま
す

。
現

在
の

事
業

内
容

に
つ

い
て

は
、

情
報

の
収

集
・
発

信
及

び
人

的
交

流
の

連
絡

調
整

等
が

主
で

採
算

性
は

低
い

が
、

物
的

交
流

に
発

展
さ

せ
る

こ
と

で
自

主
財

源
を

増
大

で
き

る
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

改 革 内 容
課 題

期 待 さ

国
際

交
流

関
係

団
体

と
の

連
携

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

類
似

団
体

と
の

統
合

・
合

併
、

収
益

事
業

へ
の

取
り

組
み

等
に

よ
る

経
営

改
善

の
研

究
を

行
い

ま
す

。

関
係

団
体

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
交

流
事

業
の

多
様

化
、

交

業
務

の
多

様
化

に
備

え
、

職
員

の
確

保
・
配

置
が

必
要

で
あ

る
と

共
に

、
市

民
レ

ベ
ル

で
実

施
さ

れ
て

い
る

草
の

根
交

流
を

衰
退

さ
せ

な
い

方
策

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
釜

山
事

務
所

に
は

、
現

地
職

員
2
名

を
雇

用
し

て
い

ま
す

が
、

事
業

を
展

開
す

る
上

で
常

勤
所

長
の

配
置

が
望

ま
れ

ま
す

所
在

地
長

崎
県

対
馬

市
厳

原
町

国
分

1
4
4
1

市
担

当
部

署
観

光
物

産
推

進
本

部

方 向 性

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

団
体

名
財

団
法

人
　

対
馬

国
際

交
流

協
会

代
表

者

設
立

年
度

№
４

7
1
0

1
4

7
1
0

1

内 容

新
公

益
法

人
制

度
改

革
に

よ
る

移
行

手
続

き

1
4

7
1
0

1
4

7
1
0

月
4

7
1
0

1
4

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

備
　

　
　

考
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

題
さ れ る 効 果

関
係

団
体

携
化

業
様

化
流

の
拡

大
が

期
待

で
き

ま
す

。
ま

た
、

収
益

事
業

へ
の

取
り

組
み

な
ど

に
よ

る
経

営
改

善
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

自
主

財
源

の
確

保
、

市
か

ら
の

補
助

金
額

の
削

減
が

期
待

で
き

ま
す

。

事
業

を
展

開
す

る
上

で
常

勤
所

長
の

配
置

が
望

ま
れ

ま
す

。

関
係

団
体

と
の

協
議
(連

携
、

統
合

・
合

併
)

素
案

作
成

、

意
向

決
定

収
益

事
業

に
関

す
る

調
査

・
研

究

定 款 変 更

収
益

事
業

実
施
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理
事

長
　

齋
　

藤
　

勝
　

行
№

５
昭

和
４

９
年

度

本
団

体
が

運
営

し
て

い
る

へ
き

地
保

育
所

４
施

設
に

つ
い

て
は

、
収

入
源

が
保

育
料

の
み

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

完
全

民
営

化
に

移
行

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

た
め

、
施

設
は

市
の

資
産

と
し

て
、

民
間

が
管

理
・
運

営
を

行
う

、
上

下
分

離
方

式
の

形
態

を
目

指
し

、
団

体
を

解
散

し
ま

す
。

な
お

、
公

募
に

よ
り

指
定

管
理

の
応

募
が

な
い

場
合

に
つ

い
て

は
、

へ
き

地
保

育
所

と
し

て
市

直
営

で
運

営
を

行
う

必
要

性
が

あ
り

ま
す

。

改 革 内 容
課 題

期 待 さ

　
平

成
２

４
年

度
か

ら
指

定
管

理
者

に
よ

る
運

営
を

目
指

し
ま

す
。

市
直

営
方

式
に

よ
る

へ
き

地
保

育
所

の
運

営
費

と
比

較
し

て
、

「
指

定
管

・
指

定
管

理
者

に
よ

る
運

営
及

び
市

の
直

営
と

な
っ

た
場

合
、

団
体

職
員

の
処

遇
に

つ
い

て
、

検
討

が
必

要
で

す
。

・
指

定
管

理
者

に
よ

る
運

営
と

な
っ

た
場

合
は

、
現

行
の

運
営

費
の

み
に

限
ら

ず
事

務
局

費
に

つ
い

て
負

担
が

検
討

さ
れ

ま
す

。

所
在

地
対

馬
市

厳
原

町
国

分
１

４
４

１
番

地
市

担
当

部
署

福
祉

保
健

部
　

福
祉

課

方 向 性
解

　
　

　
散

団
体

名
財

団
法

人
　

厳
原

愛
育

会
代

表
者

設
立

年
度

7
1
0

1
4

7
1
0

1

内 容

1
4

7
1
0

1
4

7
1
0

月
4

7
1
0

1
4

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

備
　

　
　

考
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

題
さ れ る 効 果

市
直

営
方

式
に

よ
る

き
地

保
育

所
の

運
営

費
と

比
較

し
て

、
指

定
管

理
者

制
度

」
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

市
が

毎
年

支
出

す
べ

き
団

体
の

運
営

費
補

助
金

の
削

減
が

期
待

で
き

ま
す

。
・
へ

き
地

保
育

所
4
施

設
の

内
、

1
施

設
に

つ
い

て
は

年
間

平
均

入
所

児
童

数
が

1
0
人

を
割

る
こ

と
か

ら
、

統
廃

合
の

検
討

が
必

要
で

す
。

４
へ

き
地

保
育

所

の
指

定
管

理
準

備

公 募

指
定

管
理

者
に

よ
る

運
営

厳
原

愛
育

会
解

散
手

続
き
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① ②理
事

長
　

中
　

村
　

敏
　

明
№

６
平

成
３

年
度

平
成

２
１

年
度

に
開

発
し

た
煮

あ
な

ご
、

小
あ

じ
加

工
品

の
販

路
開

拓
、

更
な

る
新

商
品

の
開

発
を

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
、

地
元

原
料

の
付

加
価

値
を

高
め

、
地

元
漁

業
者

並
び

に
当

公
社

の
収

入
増

を
図

り
、

な
お

一
層

の
経

営
努

力
に

努
め

ま
す

。
　

平
成

２
５

年
１

１
月

３
０

日
ま

で
に

公
益

財
団

法
人

又
は

一
般

財
団

法
人

へ
移

行
し

ま
す

。

改 革 内 容
課

期 待

具
体

的
な

経
営

見
直

し
策

を
検

討
し

、
な

お
一

層
の

経
営

努
力

に
努

め
ま

す
。

前
年

度
に

引
き

続
き

、
地

元
産

の
穴

子
、

小
あ

じ
、

ス
ル

メ
イ

カ
（
キ

ズ
）
な

ど
を

使
っ

た
新

商
品

の
開

発
を

実
施

し
ま

す
。

対
馬

島
内

で
水

揚
げ

さ
れ

る
新

た
な

原
料

を
使

っ
た

新
商

品
開

発
を

実

対
馬

市
の

農
林

水
産

加
工

振
興

の
牽

引
役

と
し

て
、

事
業

内
容

の

見
直

し

新
商

品
の

試
作

、
品

質
改

良
等

の
技

術
支

援
を

目
的

と
し

た
、

職
員

の
研

修
機

会
の

充
実

所
在

地
対

馬
市

豊
玉

町
仁

位
３

８
０

番
地

市
担

当
部

署
豊

玉
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

　
（
農

林
水

産
部

　
水

産
振

興
課

）

方 向 性

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

団
体

名
財

団
法

人
　

豊
玉

町
振

興
公

社
代

表
者

設
立

年
度

③ ④

7
1
0

1
0

1
4

7
1

内 容

新
公

益
法

人
制

度
移

行
期

間
期

日
平

成
2
5
年

1
1
月

3
0
日

1
4

7
1
0

1
4

7
1
0

月
4

7
1
0

1
4

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

備
　

　
　

考
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

題
待 さ れ る 効 果

対
馬

島
内

で
水

揚
げ

さ
れ

る
、

新
た

な
原

料
を

使
っ

た
新

商
品

開
発

を
実

施
し

ま
す

。
地

元
原

料
を

加
工

す
る

こ
と

で
、

製
品

の
付

加
価

値
を

高
め

、
収

入
増

を
図

り
ま

す
。

新
た

な
「
ふ

る
さ

と
産

品
」
と

し
て

、
島

外
産

地
と

の
差

別
化

を
目

標
に

開
発

す
る

と
同

時
に

、
低

迷
す

る
地

域
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

加
工

施
設

の
老

朽
化

に
伴

う
維

持
経

費
の

増
加

へ
の

対
応

対
馬

市
と

連
携

し
た

商
品

開
発

事
業

等
の

推
進

島
内

原
料

を
使

っ
た

商
品

開
発

・
販

路
開

拓
を

継
続

的
に

実
施

し
、

経
営

の
安

定
を

追
求

特
産

品
の

宣
伝

斡
旋

及
び

販
路

の
拡

大
を

実
施

新 法 人 制 度
新

公
益

法
人

制
度

移
行

手
続

き
ス

タ
ー

ト
運

営
方

法
の

見
直

し
検

討

（
評

議
員

会
、

理
事

会
）

新
法

人
の

公
益

目

的
事

業
計

画
に

従

い
事

業
を

実
施
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理
事

長
　

大
　

川
　

昭
　

敬
№

７
平

成
６

年
度

平
成

２
２

年
３

月
２

３
日

付
で

、
旧

峰
町

総
合

開
発

公
社

が
旧

美
津

島
町

担
い

手
公

社
及

び
旧

上
県

町
産

業
開

発
公

社
を

吸
収

合
併

し
ま

し
た

。
　

平
成

２
５

年
１

１
月

３
０

日
ま

で
に

公
益

財
団

法
人

又
は

一
般

財
団

法
人

へ
移

行
し

ま
す

。

改 革 内 容
課 題

期 待 さ

合
併

に
よ

る
事

業
の

見
直

し
を

進
め

、
同

時
に

経
営

改
善

（
資

金
計

画
等

）
計

画
を

作
成

し
、

安
定

し
た

公
社

経
営

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
平

成
２

５
年

１
１

月
３

０
日

ま
で

に
公

益
財

団
法

人
又

は
一

般
財

団
法

人
へ

移
行

し
、

公
社

の
自

主
的

、
自

立
的

な
運

営
を

目
指

し
ま

す
。

合
併

に
伴

い
、

職
員

の
相

互
協

力
体

制
が

で
き

、
効

率
的

な
作

業
を

行
う

高
齢

化
が

急
激

に
進

む
中

、
農

作
業

の
受

託
が

増
加

す
る

と
思

わ
れ

る
が

、
公

社
所

有
の

農
機

具
の

ほ
と

ん
ど

が
老

朽
化

し
更

新
時

期
に

あ
り

、
効

率
的

な
作

業
が

で
き

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
補

助
事

業
等

を
活

用
し

た
農

機
具

の
計

画
的

導
入

が
必

要
で

す
。

所
在

地
対

馬
市

峰
町

三
根

４
５

１
番

地
市

担
当

部
署

峰
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

　
（
農

林
水

産
部

　
農

林
振

興
課

）

方 向 性

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

団
体

名
財

団
法

人
　

対
馬

市
農

業
振

興
公

社
代

表
者

設
立

年
度

7
1
0

1
4

7
1
0

1

内 容

1
4

7
1
0

1
4

7
1
0

月
4

7
1
0

1
4

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

備
　

　
　

考
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

題
れ る 効 果

こ
と

で
経

費
の

節
減

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
重

複
す

る
事

業
等

を
見

直
し

、
新

た
な

事
業

展
開

を
推

進
し

収
益

の
増

加
を

図
り

ま
す

。

平
成

２
５

年
１

１
月

３
０

日
ま

で
に

公
益

財
団

法
人

又
は

一
般

財
団

法
人

へ
移

行

事
業

の
見

直
し

経
営

改
善

（
資

金
計

画
等

）
計

画
の

作
成
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「
上

対
馬

温
泉

渚
の

湯
」
に

つ
い

て
は

、
民

間
に

よ
る

管
理

・
運

営
を

目
指

し
、

振
興

公
社

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
４

年
度

末
ま

で
に

解
散

し
ま

す
。

当
該

団
体

の
職

員
の

処
遇

に
つ

い
て

、
検

討
が

必
要

と
思

わ
れ

ま
す

。

理
事

長
　

川
　

本
　

治
　

源
№

８
昭

和
５

５
年

度

改 革 内 容
課

期 待

所
在

地
対

馬
市

上
対

馬
町

西
泊

１
２

１
７

番
地

８
市

担
当

部
署

上
対

馬
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

　
地

域
支

援
課

方 向 性
解

　
　

　
散

平
成

２
２

年
４

月
に

「
国

民
宿

舎
上

対
馬

荘
」
を

民
間

に
無

償
譲

渡
し

、
現

在
、

上
対

馬
町

振
興

公
社

が
行

う
事

業
は

「
上

対
馬

温
泉

渚
の

湯
」
の

管
理

・
運

営
の

み
と

な
っ

て
い

ま
す

。
指

定
管

理
者

制
度

の
創

設
に

よ
り

、
民

間
企

業
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
な

ど
も

公
の

施
設

の
管

理
者

と
な

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
「
上

対
馬

温
泉

渚
の

湯
」

に
つ

い
て

も
民

営
化

を
目

指
し

、
本

公
社

は
解

散
し

ま
す

。

団
体

名
財

団
法

人
　

上
対

馬
町

振
興

公
社

代
表

者

設
立

年
度

温
泉

施
設

を
民

営
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

民
間

の
経

営
能

力
や

技
術

を
活

用
す

る
こ

と
で

新
た

な
事

業
の

展
開

等
が

期
待

さ
れ

ま
す

。

1

備
　

　
　

考

7
1
0

4
7

1
0

1

内 容

4
7

1
0

《 参 考 》

1
4

7

平
成

2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度

7
1
0

1
4

1
1
0

題
待 さ れ る 効 果 改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

月
4

年
度

平
成

2
2
年

度

民
営

化
に

向
け

た
準

備
・
手

続
き

民
間

団
体

等
に

よ
る

運
営

チ
ッ

プ
ボ

イ
ラ

ー
導

入
に

よ
る

コ
ス

ト
面

の
リ

サ
ー

チ

団
体

解
散

の
準

備
解 散

温 泉 施 設公 社
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・
社

協
の

設
立

趣
旨

、
目

的
か

ら
し

て
公

費
財

源
に

頼
ら

ざ
る

を
得

な
い

部
分

が
あ

り
、

今
後

さ
ら

な
る

経
費

削
減

方
策

（
組

織
体

制
・
事

業
見

直
し

等
）
の

検
討

の
必

要
が

あ
り

ま
す

。

今
後

「
社

協
民

間
財

源
検

討
委

員
会

「
社

協
在

宅
福

祉
サ

ビ

方 向 性

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

改 革 内 容

昨
年

度
策

定
さ

れ
た

「
基

盤
強

化
・
活

動
中

長
期

計
画

」
（
平

成
２

２
年

度
～

平
成

２
６

年
度

）
に

基
づ

い
た

事
業

展
開

の
実

施
≪

基
本

理
念

≫
　

誰
も

が
安

心
し

て
幸

せ
に

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
福

祉
の

対
馬

づ
く

り
　

　
　

～
市

民
に

信
頼

さ
れ

る
社

協
を

目
指

し
て

～
≪

基
本

計
画

≫
　

１
　

誰
も

が
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

福
祉

の
対

馬
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

　
２

　
市

民
に

信
頼

さ
れ

る
社

協
づ

く
り

を
め

ざ
し

安
定

し
た

財
源

の
確

保
に

努
め

ま
す

。
　

３
　

市
民

の
参

画
と

安
心

安
全

な
社

協
運

営
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

積
極

的
に

社
協

事
業

が
展

開
で

き
る

課

社
協

は
、

地
域

福
祉

を
推

進
す

る
団

体
と

し
て

設
立

さ
れ

て
お

り
、

市
民

が
安

全
で

安
心

し
て

生
活

で
き

る
た

め
の

、
市

民
協

働
に

よ
る

地
域

づ
く

り
に

は
欠

か
せ

な
い

団
体

で
あ

り
、

組
織

体
制

の
見

直
し

、
コ

ス
ト
の

削
減

な
ど

経
営

の
効

率
化

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

財
源

の
安

定
確

保
の

観
点

か
ら

独
自

の
事

業
展

開
が

求
め

ら
れ

ま
す

が
、

他
の

民
間

団
体

と
の

関
連

も
考

慮
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

所
在

地
対

馬
市

豊
玉

町
仁

位
９

４
番

地
５

市
担

当
部

署
福

祉
保

健
部

　
福

祉
課

団
体

名
社

会
福

祉
法

人
　

対
馬

市
社

会
福

祉
協

議
会

会
長

　
木

　
寺

　
和

　
福

№
９

代
表

者

設
立

年
度

平
成

１
６

年
度

　

月
7

1
0

平
成

2
2
年

度
平

成
2
3
年

度

内 容

1
0

1
4

7
1
0

4
7

1
4

7
1
0

1
4

1
0

1
4

7

・
今

後
、

「
社

協
民

間
財

源
検

討
委

員
会

」
、

「
社

協
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
検

討
委

員
会

」
が

設
置

さ
れ

、
民

間
財

源
や

介
護

保
険

事
業

等
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

検
討

が
予

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
行

政
と

し
て

指
導

の
必

要
性

も
感

じ
ら

れ
ま

す
。

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間
備

　
　

　
考

年
度

平
成

2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度
1

社
協

営
積

社
協

業
開

　
　

 体
制

整
備

に
努

め
ま

す
。

題
期 待 さ れ る 効 果

「
対

馬
市

地
域

福
祉

計
画

」
、

「
対

馬
市

地
域

福
祉

活
動

計
画

」
、

「
社

協
基

盤
強

化
・
活

動
中

長
期

計
画

」
は

す
べ

て
リ

ン
ク

さ
れ

て
お

り
、

対
馬

市
民

の
地

域
福

祉
の

向
上

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

民
間

財
源

検
討

委
員

会

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ

ス
検

討
委

員
会

事
業

拡
大

・
縮

小
を

検
討

後
事

業
展

開
を

実
施
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会

長
　

庄
　

野
　

伸
十

郎
№

1
0

　
平

成
９

年
度

年
々

、
観

光
・
物

産
関

係
の

島
内

業
者

数
が

減
少

し
て

い
く

中
で

、
会

員
数

を
増

す
こ

と
は

見
込

め
な

い
こ

と
か

ら
、

６
割

を
占

め
る

１
口

会
員

（
5
,0

0
0
円

/
口

）
の

入
会

口
数

を
増

や
す

た
め

、
口

数
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

の
格

差
を

付
け

る
な

ど
の

検
討

を
行

い
ま

す
。

　
ま

た
、

併
せ

て
平

成
２

６
年

度
を

目
標

に
財

団
法

人
移

行
に

向
け

た
調

査
研

究
を

行
い

ま
す

。

改 革 内 容
課 題

期 待 さ れ

特
産

品
販

売
を

実
施

す
る

に
は

、
商

品
管

理
、

発
送

事
務

な
ど

の
職

員
の

確
保

と
、

商
品

を
保

管
す

る
ス

ペ
ー

ス
や

設
備

の
整

備
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

ま
た

、
将

来
的

に
は

通
信

販
売

の
た

め
の

、
販

売
シ

ス
テ

ム
の

整
備

も
必

要
と

な
り

ま
す

。

<
自

主
財

源
の

確
保

>
　

・
会

費
の

口
数

増
加

に
よ

る
会

費
収

入
の

増
加

　
・
物

産
販

売
強

化
に

よ
る

事
業

収
入

の
増

加
<
組

織
の

見
直

し
>

　
・
類

似
団

体
と

の
統

合
・
合

併
に

関
す

る
協

議
　

・
法

人
化

に
向

け
た

調
査

研
究

・
自

主
財

源
の

増
加

社
会

的
信

頼
性

の
向

上
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化

所
在

地
　

対
馬

市
厳

原
町

国
分

１
４

４
１

番
地

市
担

当
部

署
　

観
光

物
産

推
進

本
部

方 向 性

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

団
体

名
対

馬
観

光
物

産
協

会
代

表
者

設
立

年
度

4
7

1
0

1
4

7
1
0

1
7

1
1

平
成

2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
備

　
　

　
考

1
4

1
0

1
0

改 革 ス ケ ジ ュ ー ル

区
分

集
　

中
　

改
　

革
　

期
　

間

年
度

平
成

2
2
年

度
平

成
2
6
年

度

7

内 容

1
0

月

れ る 効 果

・
社

会
的

信
頼

性
の

向
上

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
・
市

職
員

派
遣

の
廃

止

4
4

7

法
人
化
へ
の
研
究
・
協
議

法
人

設
立

総 会 へ 提 案

法
人

化
に

向
け

た
手

続
き

等
の

準
備

類
似

団
体

の
と

協
議

意
向

決
定

会
費

口
数

の
増

加
へ

の
取

り
組

み
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区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

分

国
の

動
向

市
の

取
り

組
み

状
況

（
財

）
対

馬
国

際
交

流
協

会

（
株

）
ま

ち
づ

く
り

厳
原

（
株

）
カ

ミ
レ

イ

平
成

２
４

年
度

平
成

２
５

年
度

平
成

２
２

年
度

平
成

２
３

年
度

（
株

）
対

馬
国

際
ラ

イ
ン

（
資

料
）

改
革

の
経

過
と

方
向

性

平
成

２
６

年
度

平
成

１
７

年
度

平
成

１
８

年
度

平
成

１
９

年
度

平
成

２
０

年
度

平
成

２
１

年
度

外
郭

団
体

の
見

直
し

に
関

す
る

指
針

及
び

そ
の

見
直

し
計

画
に

よ
る

取
り

組
み

外
郭

団
体

改
革

プ
ラ

ン
に

よ
る

取
り

組
み

廃
止

を
検

討

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
継

続

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

指
定

管
理

者
制

度
（
平

成
15

年
6月

創
設

）

新
公

益
法

人
制

度
に

よ
る

移
行

期
間

（
平

成
20

年
12

月
1日

～
平

成
25

年
11

月
末

日
）

地
方

公
共

団
体

財
政

健
全

化
法

（
平

成
20

年
4月

一
部

施
行

、
平

成
21

年
4月

全
面

施
行

）

解
散

解
散

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
継

続

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
継

続

対
馬

観
光

物
産

協
会

（
社

福
）
　

対
馬

市
社

会
福

祉
協

議
会

　

（
財

）
上

対
馬

町
振

興
公

社

（
財

）
上

県
町

産
業

開
発

公
社

（
財

）
峰

町
総

合
開

発
公

社

（
財

）
豊

玉
町

振
興

公
社

（
財

）
美

津
島

町
担

い
手

公
社

（
財

）
美

津
島

町
振

興
公

社

（
財

）
厳

原
愛

育
会

廃
止

を
検

討

統
合

を
検

討

存
廃

も
含

め
た

抜
本

的
な

経
営

改
善

が
必

要

存
廃

も
含

め
た

抜
本

的
な

経
営

改
善

が
必

要

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
継

続

合
併

解
散

解
散

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
継

続

解
散

手
続

き
中

解
散

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

解
散

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
継

続

統
合

を
検

討

統
合

を
検

討

存
続

合
併

合
併

廃
止

を
検

討

（
財

）
対

馬
市

農
業

振
興

公
社

平
成

2
2
年

3月
23

日
登

記
（合

併
・改

称
）

経
営

努
力

を
行

い
つ

つ
、

引
き

続
き

実
施
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